
諏訪市立四賀小学校 

        №1  R5,4,6 

 

四賀小学校 新たな出発です 
 待ちわびていた春がやって来ました。本日４月６日

(木)の午前中に前期始業式、午後に入学式が行われ、

新しい１年生５８名を迎えて四賀小学校の令和５年度

がスタートしました。 

本年度も地域や保護者の皆さんのご協力をいただき

ながら、よりよい学校づくりを目指していきたいと思

っています。よろしくお願いします。 

 

 

令和５年度  小中一貫教育目標 

 自分と友だちを大切にし 夢にむかってあゆむ  

学校教育目標 

「志高く 大きな心で 人のために」 

 
 
 

 
  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード「 み が く」 

①知恵をみがく …… 学ぶ集団作り（学級づくり）ルールの確立と仲間作りを基盤に 

②心をみがく  …… 「思いやる心」「正直な心」「粘り強い心」や学びに向かう人間性を養う 

③体をみがく  …… 健康な心と体を育てる健康教育、食育、勤労生産活動、気づき清掃 

「さくらルーム」を開設します。 
昨年度より、本校では「子どもと親の相談員」（宮坂仁美先生）を配置

し、教育相談活動を実施しています。子どもたちが悩み等を気軽に話を

し、不安感やストレスを和らげ、心にゆとりをもてるよう接しながら、安定

した学校生活が送れる一助となればと考えております。又、保護者の皆

様からの子育てや学校生活にかかわることの相談もでき、学校での相

談体制を充実させていきます。 

毎日午前中、職員室隣の放送室奥のスペースで相談室 

「さくらルーム」を開設しています。 

窓口は教頭となりますので、まずはお電話にてお問い 

合わせください。 

 

 

集団下校訓練 

第１回児童会 



 

大規模災害時（大地震）の学校・家庭・PTA・地域との連携について 

 諏訪市は、東海地震に関する「地震防災対策強化地域」として指定されています。30年以内に震度６弱の地震が

起きる予想が65％と言われています。そこで、「大地震が発生した場合」の学校・家庭・PTA・地域との連携につ

いて、確認させていただきたいと思います。 

≪授業中に大地震が発生した場合≫ 

・学校で避難し、安否確認をする。 

・状況に応じて、各家庭にメール配信・電話等で連絡し、保護者のお迎えをお願いする。 

※震度５弱以上の地震が発生した場合、東海地震注意情報が出された場合には、連絡がない場合でも、保護

者の方は学校まで子どものお迎えをお願いします。 

≪登校時に大地震が発生した場合≫ 

  ・学校では、登校してきた児童の確認・安全確保また、避難場所確保を行います。 

  ・地区担当職員が、登校していない児童の所在・安否確認・救出に向かいます。 

  ・ご家庭では、通学路・地域の避難所・学校等、児童の安否確認をしていただき、引き取りをお願いします。 

≪下校時に大地震が発生した場合≫   

・学校にいる児童の確認・安全確保また、避難場所確保を行います。 

  ・地区担当職員が、下校した児童の所在・安否確認・救出に向かいます。 

  ・児童クラブの児童の確認をします。 

・ご家庭では、通学路・地域の避難所・学校等、児童の安否確認をしていただき、引き取りをお願いします。 

≪休日・休業日・夜間に大地震が発生した場合≫ 

・校長が、状況により児童の安否確認、地区・通学路の安全確認を職員に指示します。 

・状況に応じて、メール配信（リーバーでの配信）で、児童の安否確認を行います。（メール配信（リーバ

ー）に登録されていない家庭には電話で連絡します） 

・メール・電話が使えない場合、状況に応じて学校職員が安否確認を行います。 

各ご家庭でも、再度、登下校中の避難場所や避難方法・安否確認の方法などについて、十分に話し合っていただ

きたいと思います。また、学校では、避難場所へ学校職員か、本人が確認できる家族が引き取りに来るまではその

避難場所から動かないように指導をしています。ご家庭でも合わせてご指導ください。 

 

災害発生時における広域避難所開設における四賀小学校の対応について 

諏訪市では災害に対する備えとして「洪水」「土砂災害」「地震」に重点をおいた『諏訪市マルチハザードマップ』

が各戸に配られ、「いざというときにどのような行動」をとればよいかを事前に知っておくことで効果的な減災対策

を進めています。 

 このことに対応して本校では大きな災害発生時、次のように避難所を開設いたします。 

すべて基本の動きです。 

災害発生！！ 

一次避難所へ避難 個々の状況に応じて地区の公民館等で安全を確保しましょう。 

             （各地区の自主防災会の指示に従って行動） 

 

 

 

 

 

四賀小学校区 一次避難所 

 四賀公民館・細久保公民館・武津公民館・普門寺公民館・桑原公民館・神戸公民館・飯島公民館・赤

沼公民館・沖田町公民館 

その他、各地区指定の避難場所 

 

 



広域避難所へ避難（広域避難所：大きな災害のため災害対策本部により開設される 

大人数収容できる避難所を指します。） 

 

 

 

【四賀小学校】体育館 

受付場所：体育館玄関 

＊福祉避難を希望される場合は昇降口で受け付け後、可能な限り別のスペースを用意します。状況に応じて福祉避

難所への移動も可能です。（福祉避難所：災害時に高齢者等特別な配慮を必要とする人を受け入れる２次避難所を市

で開設します。） 

避難所スペース：体育館（地区ごとに区分けされます。） 

＊福祉避難場（乳幼児・介護や支援が必要な方に配慮された場所）：1年2組教室 

＊救護室・AED設置場所：保健室（管理棟2階） 

 

【令和５年度 新学期以降の新型コロナ対応について】 

改訂された、「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル」（2023.4.1Ver.9)に基づき、引き続

き感染症対策に努めて参ります。 

 ４／６付で、諏訪市教育委員会より別紙通知がでましたように、 

○学校においては、感染リスクの高い活動に注意しつつ、時々の地域の感染状況に応じた感染症対策を徹底し、学校教育活動を

継続していきます。 

○具体的には、「３つの密（密閉・密集・密接）を避ける」、「人と人との距離の確保」、「手洗いなどの手指衛生」、「換気」などの基本

的な感染対策を継続するとともに、地域の感染状況を踏まえ、学習内容や活動内容を工夫しながら可能な限り、教育活動を継

続します。 

○登校時の健康状態を把握するために、健康観察は継続します。ここで、新アプリ「リーバ－」を登録していただくことになって

いますので、またその機能のご活用をお願いします。 

・発熱や咽頭痛、咳等の普段と異なる症状がある場合は児童本人のみ登校を控えてください。 

・症状のない兄弟姉妹は原則登校できますが、ご家庭の判断により登校を控えていただいても結構です。 

・児童本人の感染が判明した場合、または、児童本人が感染者の濃厚接触者に特定された場合には、登校を控えてください。 

いずれの場合も、次に大きな変更があるまでは、今まで同様「出席停止」の措置をとります。 

○マスク着用の基本的な考え方 

 ・学校教育活動に当たって、マスクの着用を求めないことを基本とします。 

 ・教育活動の中で、「感染リスクが比較的高い学習活動」の実施に当たっては、活動の場面に応じて、一定の感染症対策を講じ

ます。従って、必ずマスクは持ってきているようにお願いします。 

 ・新型コロナウイルス感染症に限らず、季節性インフルエンザ等も含めて、感染症が流行している場合は、マスクの着用を促す

こともあります。 

 ・マスクの着脱については、個人の意思を尊重し、児童の間で着用の有無による、差別・偏見がないよう指導をしていきます。

ご家庭でもお願いします。 

 ・咳やくしゃみの際は、咳エチケットを行うように指導します。 

○給食について 

感染リスクの高い活動になるので、感染症対策を徹底します。適切な換気を確保し、大声での会話は控えるようにし、向かい合

わせにならないようにします。 

 

四賀小学校区 広域避難所   四賀小学校・諏訪南中学校・諏訪中学校・沖田公園 

  

 

＊地震時は車での避難は、緊急車両等の対応のさまたげになります。徒歩での移動が基本です。 

＊受付（体育館入り口）への入り口は一カ所とさせていただきます。 

＊受付後、各避難スペースにご移動ください。 

＊市の防災倉庫は、校庭西側にあります。 

＊地震などにより体育館が被害を受けた場合、地滑りの危険がある場合などは広域避難所にならないことがあります。 


